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研究成果の概要（和文）：音韻論的言語類型論の領域に「拡張韻」という新しい音韻的単位を導入することによって、
南部アフリカのコイサン諸語と東アジア・東南アジアの一部の言語を横断する類型論的言語比較を試みた。これによっ
て、従来は広く認識されていなかった当該言語群間にある構造的な類似性が観察された。この観察から、あらためてコ
イサン音韻論がもつ世界の言語における独自の特徴を再認識することが可能になった。そのための分析概念装置、①通
コイサン子音チャートと②通コイサン音素配列テンプレートを整備した。さらに、今後のコイサン言語学の発達のため
の調査指針を具体的にコイサン横断的比較音韻論の研究調査票として発表した。

研究成果の概要（英文）：By introducing a new phonological unit "extended rhyme" into a cross-linguistic co
mparison between Chinese type phonologies and Khoisan type phonologies, this study has revealed their typo
logical similarities and arrived at a better understanding of typological features of Khoisan phonology. I
n developing the new understanding of Khoisan phonological typological features, two analytic devices, i.e
. (i) Cross-Khoisan Consonant Chart and (ii) Cross-Khoisan phonotactic templates, have been introduced and
 elaborated. Based on the new findings, this study has proposed a number of hypotheses and explanations fo
r typologically uncommon properties attested in Khoisan phonology. This study also further has proposed th
e questionnaire of a new large-scaled project on cross-Khoisan phonology.
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１．研究開始当初の背景 
(1)本研究課題が位置づけられる研究領域は
音韻論的類型論である。この領域は、音韻論
的な理論の発達のために次の３つの重要性
をもつ。すなわち、①世界の言語に繰り返し
現れる音パタンを発見・同定・分類すること。
②平行的な音パタンを関係づけるための分
析に指針を与えること。③その音パタンを説
明しようとする仮説に根拠（や反証）を与え
ること。本研究課題もこれら３つの学術的重
要性にかかわる取り組みである。 

(2)本研究課題では、この音韻論的類型論とい
う領域に、新しい音韻的単位として「拡張韻」
の導入を提案する。そして、コイサン言語学
と中国語音韻学のそれぞれの伝統的音韻論
記述が対象としている言語群において横断
的に現れる音パタンの平行性・共通性・類似
性に着目する。さらに、この新しい言語類型
的な視点の有効性を探求する。 

(3)コイサン言語学と中国語音韻学という一
見まったく接点のない伝統的な言語研究の
分野に、本質的には非常に類似した音韻論的
なユニットを再発見し、それに同一のラベル
を与えることによって、類型論における理論
的な概念にすることを試みる点が本研究の
開始当初の重要な特色であった。 

 
２．研究の目的 
(1)本研究の主要な目的は次の５点に要約で
きる。 
①音韻論的類型論の研究領域に、新しい音韻
単位「拡張韻」による分析法・解釈法を導入
する。 
②この音韻単位を用いた分析・解釈によって、
これまで認識されたことのなかった、アフリ
カとアジアの言語に繰り返し現れる音パタ
ンを浮かび上がらせることで、類型論的な新
発見（再発見）をする。 
③コイサン諸語、東南アジア声調言語、中国
語諸方言の言語横断的な比較のための新し
い視座を提案し、それを初めて実施する。 
④それらの言語の音韻論的構造に平行的に
現れる音パタンを関係づける分析を試みる。 
⑤世界の言語の音韻論を対象に、まったく新
しい類型論的分類の視点をもたらすことこ
とで、音韻論的な言語類型論に新展開の問題
提起をする。 

(2)拡張韻という音韻単位の提案はコイサン
諸語の「強語根（あるいは強語幹）」の内部
構造の精査の結果から考案したものである
が、それと同時に、中国語音韻学の伝統で中
国語諸方言や東南アジア声調言語の「単音節
語」の記述に用いられている「声母」+「韻
母」に類似する音韻単位の認定（特に韻母を
単一の音韻単位とする見解）が、「強語根」
の理解に適用できるという着想に由来する。
本研究課題の目的の一つには、この着想を具

体的な言語事実によって検証する試みも含
まれる。 

３．研究の方法 
(1)本研究課題では、新しい音韻単位「拡張
韻」の定義の整備とその有効性の検証を具体
的な言語事例を用いながら実施しなければ
ならない。そのために、コイサン諸語からは、
サンプル言語としてコエ・クァディ語族のグ
イ語・ガナ語・ナロ語・コエコエ語を、トゥ
ー語族からター語、カー語族からアムコエ語、
ジュホアン語を厳選する。サンプルのバラン
スを考慮して、コイサン諸語を構成する３語
族を網羅し、もっとも多様性をもつコエ・ク
ワディ語族からは４言語を用いる。 

(2)グイ語・ガナ語は研究代表者自身の現地
調査による 1次資料を分析対象とし、その他
のコイサン語は、それぞれの専門家から資料
の提供をうける。それらを対象に拡張韻によ
る再分析を討議するワークショップを実施
する。ワークショップは、研究成果発表会で
はなく、未公開資料も含めたデータの試行錯
誤的な分析の試行錯誤を行う。 

(3)さらに、中国語音韻学の枠組み（声母と
韻母）による記述が伝統的に用いられている
言語（中国語諸方言やタイ系言語）の専門家
との恊働により、中国語音韻学から見た拡張
韻の有効性と問題点について討議する。そし
て、あらためてコイサンと東アジア・東南ア
ジアの言語を横断する音韻特徴の類型論の
可能性を探求する。（本研究におけるこの部
門は、関連する言語の専門家との面談と討議
を実施した。まず研究代表者が、コイサン諸
語の「拡張韻」による分析結果の事例の提示
をして、それをきっかけとして、それに類似
し関連する当該言語の現象の情報提供をし
てもらい、その再解釈の可能性について討議
をした。） 

(4)それぞれの言語において関連する語彙素
形式（いわゆる「強語根（強語幹）」と「単
音節語」）の典型的で主要なものを開始部と
拡張韻に分割し、拡張韻の内部構造や音韻的
ふるまいを分析パラメータを用いて解析し、
言語横断的なパタンの平行性を特定する。 

(5)拡張韻の内部構造の解明のために、語根
テンプレートを設定し、そのテンプレート内
における分節音および弁別素性の分布の観
察を行う。また、対立する声調メロディとそ
れの現れる領域とを同定する。 
 
４．研究成果 
(1)拡張韻の導入により、南部アフリカのコ
イサン諸語と東アジア・東南アジアの一部の
言語を横断する類型論的言語比較が可能に
なった。これは音韻論的言語類型論において、
まったく新しいパースペクティブだと言え
る。（コイサン諸語とアジアの言語の音韻論



的な共通特徴は、これまで、ほとんど知られ
ていなかった。おそらく唯一の例外が、コエ
コエ語の声調論において、声調の交替の規則
の一部に、中国語の声調交替タイプのラベル
としてflip-flopという用語が使われたこと
があるだけである。） 

(2)この比較によって、これまでは広く認識
されていなかったコイサン諸語と中国語・タ
イ系言語との間にある構造的な著しい類似
特徴や平行性が、とくに、語彙的形態素の音
素配列論、素性分布制限、声調分布の点で観
察されることが分かった。これらはすべて拡
張韻をその領域としていると解釈できる。一
方で、非常に異なる構造的特徴は、語彙的形
態素の頭子音の目録と、そこに関与する弁別
特徴であることもあらためて明らかになっ
た。 

(3)上記の観察から、あらためてコイサン音
韻論がもつ世界の言語におけるユニークな
特徴を再認識することが可能になった。また、
それを可能とするための分析概念装置が整
備された。具体的には、①通コイサン子音チ
ャートと②通コイサン音素配列テンプレー
トである。①は、横軸を１３種類の調音位置
特徴、縦軸を２７種類の系列特徴から構成さ
れる表で、これまでに観察されている弁別的
頭子音にはすべて表記を与えたものである。
横軸と縦軸に関わる尺度は次の特徴の組み
合わせからなる： 

横軸： 
[Labial],  
[Dental], [Alveolar], [Palatal],  
[Velar], [Uvular], [Glottal]; 
[±affricate], [±lateral], [±apical]; 
[±click]. 
縦軸 
STOP: [plain], [voiced], [voiceless 
ejective], [voiced ejective], [voiceless 
aspirated], [voiced aspirated]. 

CLUSTER: C1=[plain], [voiced]; 
C2=[Uvular], [Glottal]. 

NASAL: [voiced], [voiceless], 
[preglottalized], [prenasalized]. 

FRICATIVE: [voiceless], [voiced]. 

また②は次の４種類のテンプレートである： 

OV1CmV2 
OV1V2 
OV1N 
OViP 

このうち冒頭のテンプレートが基本形で、つ
づく２つは（通時的または共時的に）派生形
と解釈できるものである。また、４つめは表
意音語根にのみ使われるテンプレートであ

る。本研究では、従来は乏しかったコイサン
言語学における表意音語の研究成果も多く
もたらされた。そして、この表意音語根にの
み現れるテンプレートが、通コイサン的に観
察されるという知見も得られた。 

この基本形 OV1CmV2 の開始部(O)は２子音連
続(C1+C2)と解釈できる。また、OV1CmV2 の内
部は、次のような非常に歪んだ弁別素性の分
布をすることが確認された。 

O: [Dorsal]が優勢 
V1 Cm: 非[Dorsal]が優勢  
V2: [Dorsal]が優勢 

（なお、①と②のいずれについても、詳しく
は主な発表論文の雑誌論文①を参照）。 

(4)このコイサン音韻論のユニークな特徴の
再認識に役立つ、いくつかの重要な仮説（初
期調査的コイサン横断比較による現時点で
の一般化）を提案することができた。たとえ
ば、主要な仮説としては、下記の学会発表②
で論じた頭子音の子音連続解釈仮説、学会発
表①②で提案した舌背素性集中回避仮説と
奥舌母音制限批判仮説があげられる。 

また、通コイサン的な変異のパタンは、子音
については語彙的形態素の頭子音に独特の
規則性として捉えられること、母音について
は V1 のもつ母音素性の階層性 

[round] > [pharyngealized] > 
[glottalized] > [breathy] 

によって捉えられることも仮説として提案
できた。 

(5)最終年度の締めくくりには、コイサン諸
語でもっとも複雑な分節音体系をもつこと
が知られているター語の専門家のクリスト
フリート・ナウマン博士を招聘し、通言語比
較音韻論のための新音韻単位の設定に関す
る総括を行った。そして、拡張韻が、コイサ
ン・タイプ、中国語タイプの音韻構造の極め
て特徴的な性質を、明瞭に浮かび上がらせる
ことができ、その意味で音韻論的言語類型論
に重要な貢献をしうるという見解を共有し
た。 

(6)本研究課題が成果には、さらに、今後の
コイサン言語学の発達のための調査指針を
具体的に提案したことも含まれる。この調査
研究ガイドラインは、下記の研究発表①〜④
で公表し、そこで受けたフィードバックをふ
まえて、雑誌論文①にコイサン横断的比較音
韻論の研究調査票として発表をした。そこに
は、音韻論的類型論の視点からコイサン音韻
論を総合的かつ包括的に探求するために設
定した資料収集の方法と、その記述・分析方
法とを記し、さらに、分節音のテンプレート
における分布を解明するための５４の問題



と声調を解明するための１２の問題とを提
案した。 
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